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十勝平野

Aコｰス(南十勝)とBコｰス(北十勝)の2コｰ.ス

とし日程2目をとるならば実り多い見学となるであ

ろう.初目はまず帯広市街を発って十勝川の支流

札内川沿いの国道236号線を南下しAコｰスをたどっ

てみよ一う(第1図参照).

Aコス南十勝

運堂祐弘･木村方一･近藤錬三･田中実

十勝平野は酉に峻険な目高山脈北に碧い火山湖を

いだく然別火山灘をめぐらし東縁は豊頃丘陵に境され

た大規模な盆地状地形を呈している.

こんせん

面積9,02弦㎜竃の平野は石狩平野･根釧原野に匹敵

する規模をもちみごとなカラマツ防風林の障壁によっ

て区画された広大な｢火山灰地｣である.この平野は

平坦な沖積平野ではなく洪積世につくられた扇状地や

段丘カ葦大部分を占めむしろ台地平野と呼ぶべきもので

あるがそこには第四紀の自然地理的地質的に特徴あ

る部分を包蔵して景観的にも北海道らしい魅力にみち

た地域とたっている.

さて十勝平野の地質巡検は帯広市を結節点として
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火山灰古砂丘国道236号線から畜産大学がのっ

ている段丘(上札内I面)にのぼろう.大学の農場か

ら南一帯に第2図に代表される小丘状地形がある.こ

の地形を構成する堆積物は第3図に示す恵庭凄降下軽

石層(E-a)が二次堆積しその上部に新期大{灰や

腐植層を堆積させた火山灰古砂丘である.古砂丘は比

高1㎜程度の小型から5皿以上に達する大型のものもあ

り総数は第4図に示すように300個を超えている.

その多くはMdO.舳㎜前後を示すE-a火山灰に由来

する.その他に支笏降下火江恢による古砂丘や支窃

火山灰の古砂丘にさらにE-aの古砂丘が重たった複合

古砂丘もある.いずれも洪積世末期の二次火山灰で構

成されている.

古砂丘の分布を見ると上札内亙面に分布しそれよ

り下位の面には分布せず明らかに降灰した上位段丘面

においても砂亙の残存が良くたい.しかし支笏火山

灰の古砂丘分布は南は太平洋海岸の大樹町相保島から

北は然別火山に近い士幌町市街の北部にもあり南北

80km･にもおよびその分布範囲はこれまでに例の改い

ほど広大なものである.

分布図から古砂丘の配列を見ると段丘面南東に片寄っ

ており古砂丘長軸がNW～NNW方向に集中すること
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第1図十勝平野の巡検コｰス

第2麟慮蟻盆降下軽石綴による大理古砂丘(U-S02)�
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第4図

古砂.圧の分祢図(木村他
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第6図

十勝平野南部の地形綱区分(十勝剛本研究会
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第3図十勝平野の第四系(十勝団体研究会資料による)
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第5図十勝平野における火山灰の分布�
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と合わせ考えると長軸方向は古砂丘形成時の卓越風向

を指示するものと考えられる.このことはラミナの

傾斜が南東に急傾斜で北西に緩傾斜にたる便向からも

裏ずけられている.また砂丘断面をみるとわずか土

壌化したロｰムをはさみ何回かの休止期を見ることカミ

できるが植物被は少なくウノレム氷期の寒冷な乾燥気候

下で形成されたことをしめしている･

帯広から無願の坂へ古砂亙をみたところで段丘

を下リ国道236号線から尾田経由広尾行きのバスで南

へ向かおう.国道沿いにはほとんど起伏のない広大

な平坦面が何段か発達しており大正市街(第5図Ts)

は札内川の現河床より一段高い沖積段丘面にある.中

札内(第5図Ns)に近づくとさらに一段高い段丘が目

につくが十勝平野には第6図のように多種類の火山灰

が分布しているのでこの火山灰を鍵層にして地形面対

比をすると第5図のようになる.古砂丘をのせる面は

上札内I面と呼び支笏降下軽石層以後の火山灰を堆積

している面で各河川の周辺に広い平坦面として広がっ

ている.これより新しい地形面である上札内]Ia面は

支笏火山灰の降下後に形成された面で恵庭a降下軽石

以後の新しい火山灰を堆積している･上札内IIb面は

恵庭a火山灰の堆積後に形成された若い面で樽前d降

下軽石層(Ta-d)以後の火山灰を堆積している･中

札内市街地付近でバスは上札内1Ib面の上を走り札内

川と戸蔦別川の合流点近くにくると両河川にはさまれ

たかなり高い平坦面があらわれる.古くから東戸蔦扇

状地といわれている面できり立った崖が合流点から

中札内市街地付近で見た露頭に連続する･この崖の堆

積物を見ると支笏火山灰の下にチョコ帯(チョコレ

ｰト色埋没土壌)や古赤色土などが発達している..古

赤色土のさらに下には厚い礫層が発達しておりこの礫

層は全体として白っぽい感じがし指で簡単にくだける

ほど風化のすすんだ礫(くされ礫)からたっている.

そしてこれらの古土壌を鍵層として古い地形面の区分が

可能である.上札内まで進むと前方にかたり高い幕

別扇状地がみえる.元史別(第6図Mo)付近ではこ

の扇状地を横切ってのぼる.河西郡と広尾との郡境ま

でくると下り坂にたり大樹市街地に通じる車道は一気

に100mほど下ってしまう.この坂を“無願の坂"

(第5図Mu)という.

坂の上で下車し今まで見てきた幕別扇状地面の勾配

開析状態などの特徴を見よう.南東方向へ目を転じる

と幕別扇状地よリ高い平坦面が発達しており.この高

位面を光地固面といい90mを越える厚い礫層上に白粘

土をのせ南十勝では一番古い地形而である･無願の

坂は慕別扇状地面の扇頂部にあたりこの面と幅せま

くなった上更別面の2つの段丘崖および上札内面の段丘

崖が続いているところに相当する.

この地域の地形を見ると幕別扇状地より北方は北

上して十勝川に合流する札内川猿別川の集水域で一

方南は直接太平洋に注ぐ歴舟川豊似川だとの集水域に

あたり無願の板付近ではっきりと地形上に違いがある･

坂を下るとせまい平坦面にでるカミこれカミ上更別I面で

ある.幕別扇状地面をとりまくように発達する海岸段

丘面で扇状地面に比べて勾配カミ小さく扇端部付近で

は両者の間に高さの差がたくなっている｡一さらに下り

ると左側に露頭があり上更別皿面の堆積物がよく見

られる.第3図のように上更別面はチョコ帯を3層

もつ堆積物をのせるがこの露頭ではチョコ帯の1

2層とその上位にオレンジ軽石層が見られる.次のカ

ｰブを曲ると展望がよくたり右手前方に光地園左手

に上更別面の段丘崖が長くのびているのが見られる.

上更別皿面は拓北面とも呼ばれI皿面を切って忠

類まで延びさらに当緑川沿いにも分布している.無

願の坂を下り切った面は尾田面といい支笏火山灰堆積

後の形成面で河床と比高10㎜前後で海岸まで連続する

面である.洪積世中期末激しかった目高山脈の上昇

運動がおとろえ全般的上昇が続き光地固面幕別扇

状地面は削られ上更別面Iか広く形成されたのであろ

う.このころ豊頃丘陵の上昇運動がかなり強く影響

し河川の争奪がいちじるしかった.当時北流して

十勝川に合流していた歴舟川や中ノ川が現在の当緑川

沿いに太平洋へ流路を変更したことが幕別扇状地礫層の

分布状態や水系たどからもうかがい知ることができる.

尾田面はその後の歴舟川の堆積作用で形成されたのであ

る.歴舟川の川床には新第三紀鮮新世の大樹層が良

く露出しているので時間があれば見学することにして

つぎに忠類ナウマン象発掘地点に急ぐことにしよう.

ナウマン家産出地国道236号に七て北に向がう

と右手前方にモイワ山が見えてくる.この山を廻る

と忠類である.この市街から東南東に約12km大樹二

晩成の部落に隣接した忠類村晩生の道有林地がナウ寺ン

象の発掘現場セある.ここへ行くには市街を出て8

k㎜の中当部落をぬけ新しくできた亭免草野を通るの

カミよいだろう.中当の部落をぬけ東に向カ{ってしばら

く行くと一当縁川支流にかけられた新しい橋に出る｡

橋を渡ると導はやや急に登り坂にたり両側には中新世

の生花苗層のシルト岩の露頭が見られる.やや行くと

道は下り褒になり左手に｢ナウマン象化石発見現場｣�



一ユ8一

の看板が望まれる.1969年6月ここの農免道路の]二

事をしていた労働者が変な臭いカミするといいたがら掘

り出したのがナウマン象の2つの第2大臼歯.さっそ

く十勝団研のメンバｰに伝えられ8月15目には緊急発

掘が行なわれた.

ナウマン象(亙妙加∫〃〃〃α"αパ〃伽〃1α〃〃MAKIYA一

･lA)の包含層は植物遺体や昆虫の羽などをたくさん含

む1.卓mほどの泥炭質層である.この泥炭層の上部に

は厚さ7～8mの崖錐堆積物の層相を示す砂礫層がのる

がこの層にも二枚のうすい泥炭層が來在する.ゾウ

を包含する泥炭層(第3泥炭層)および上部の砂礫層は

古ホロカヤントウ層と命名されている(第7図).軽石

層やこの砂礫層の上部にはオレンジ軽石層やロｰム層

支笏降下軽石層(32,000B.P.)それに樽前bだとの火

山灰が3㎜ほど堆積している.包含層の第3泥炭層は

下から砂･砂礫･シルト混りの泥炭質の互層からなり

上部では砂礫の少次い黒色泥炭層になっている.この

泥炭層のHC年代は43,200年B.P｡(GaK一一2723)であ

る.

ゾウ化石の保存状態はかなりよく第8図にみられる

ようた1.6mにおよぶゆるやかに弧を描いた2本の牙

第2大臼1歯4個第き大臼樹1個をはじめ大腿骨尺

骨寛骨などほとんど1個体の化石骨と周辺からはゾ

ウに由来するものとみられるアミノ酸や脂質などが検出

された.これらの化石骨から体高は2.2m24～5才の

雄のゾウでインド象をひとまわり小さくしたほどの大き

さであることが推定された.象は右前足を折り曲げ

有後足は地面に直角につきささっており沼地にでも足

をとられたようた格好で埋積されていた.象の包含層

(第3泥炭層)からは湿地帯を推定させるハンノキ

("〃ηパフ砂0"Cα)ミツガシワ("θ〃伽助郷)ヒシ

("ψαJψ0〃たα)アヤメ("3sP.)などの種子が発見

された.また陽当りのよい南斜面などに生育し現在

の本道では黒松内を北限とするエゴノキ(8卵1孤
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第7図

十ウマン家産山地ふきんの

地質断面図

(十勝目俸研究会1970)
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4､(～刎ετc“∫5.J吃'gZα〃36.C"rヵ{〃側5
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簸畠畷ヤウマン家門衡および貿働発翻現場

第9図十ウマン勧塩山層雌(第3泥炭層)の花粉化石

(大江ツ吟りト坂利辛原図)�
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ノ砂0ηゴω)ブナ(肋g〃∫)などの植物遺体とともにア

カエゾマツ(丹｡ωg〃1〃ゴ)トドマツ(一幼～65∫αr乃ακ

〃舳えテ)の発見は当時の忠類の気温が渡.島半島あたり

の平均して現在より2｡～3.Cほど高かった(間氷期)こ

ともわかった.

ナウマン象臼歯産出の層準における花粉組成(第9図)

をみるとQ㈹で㈹と山悠1α〃∫が各々30形位肋〃∫が

15%位λ1〃バ1006Taxodiaceaeハαg舳丹ωη`伽つ1`工

が各々1%位他に∠WωLαブ{"B伽ZαCol)lZ〃5

Cα1が舳∫U工maceae8α〃"Cω¢α〃8αλωグが出現

する.この層準より上位ではλ伽5の増力只(20劣位)

Q舳でωの減少(15%位)"8切･∫の減少(10%位)

且Z〃〃∫の増加(35%位)および1Zωの出現が指摘され

る･.このようた花粉組成からみても第3泥炭層堆積

時は落葉広葉樹が優先し丹ぴ0ωびαハ卿ωTaxO

diaceaeが出現することから現在の十勝平野南部の気

候より温暖であったと推測される.たお第3泥炭層

で象臼窟産出層準よリ上位でλ伽3の増加Qlκκωの

減少■〃gz伽∫の減少がみられるので気候がやや寒冷化

したと考えられる.第3泥炭層の化石昆虫のうち水

中性のゲンゴロウ樹木性雑草性のノ･ムシゾウムシ

腐植性のゴミムシ腐肉性のオサムシなどは魏生種とほ

とんど変わらないものであった.

忠類ナウマン象の層位問題ゾウ生息時の古環境およ

びゾウ化石骨にまつわる古生化学的問題たどについては

今後も多くの研究者の論議をよぶことであろう.

平野の基底鮮新統一前期洪積統

帯広市の東方十勝川をはさんで平原の湯の里一十勝

川温泉と幕別温泉カミ湧出している.両温泉ふきんは

平野の直接の基盤をたす鮮新統前期洪積統の好露出地

である.すたわち温泉ふきんの露頭は〃`1り伽伽∫

かφoZ〃αLINNEに特徴づけられる亜炭層をもつ汽水成

堆積層や0∫かωg細5などの貝化石(第1表)ととも

に肋㈹"α力愈"ωなどの有孔虫化石構を包含する

瀕海成堆積層である.

この地域の試錐資料によると一地下潜水層は約200m

と100mにあり温泉は200m深度から自噴している.

池田層はこのふきんを中心とする緩い向斜橘曲をしめ

して大きい盆状構造をたしこの構造は十勝平野の生

成を考える上に重要な関係をもっている.一地域には

海成から非海成そして内陸湖盆へさらにその上位に汽

水成から海成への環境の変遷過程をしめす堆積層が良く

発達し道内では代表的た造盆地運動地域とされている.

第10図は三谷(1964)による沈降帯移動概念図であるが

これによると地層の構成要素や堆積盆の形態たらびに発

第1表長流枝内層産化石(十勝団体研究会による)

��畳�

ハ6〃σ加∫4g･〃3(GoULl｣)

yo脇"Sp.

ル6"sp.

C伽εツ閉3ブ主∫cf.ツ3∬08閉∫{3(SowERBY)`

λ4J,〃1〃3Sp.

肋伽｡μ6切け舳｡〃!∫6∫JAY

0∫炉他gな伽(THU蝸ERG)

C01･〃α〃"ノμク｡れ46αPRn1E

Co,κゐ｡cβ1召〃蛇｡施(C0NR加)

α棚｡ωτ"批〃〃sp.

38ηゼク郎9r03刑1"〃き伽(BRUGUI皿Rじ)

五)05ゴ〃{σsp.(japOnicatype)

τ"加∫力ク｡〃ω(DEsHAYEs)

8カゐ刎1ω5"6ん"〃別ε刎563･(ScHRENcK)

〃ωo刎α･加ω〃鮒伽(v.M畑丁酬s)

〃〃｡〃吻刎泌6舳6or俄DムLL

301ε閉尾r〃舵閉5蛇r刎{(SCHRENcK)

ハ勿α〃醐〃加｡o刎｡幽{M4KIYム杣^

〃.sp.

τ8c工｡刎α〃ω加刎ん05工｡刎"DE富Hム正鵬

B〃6c{珊砒椛Sp.

8{幼｡舳7地sp.

8ωτ1ω加刎｡3鮒勿(C6ULlj)

ル｡助1刎醐sp.

1…:c尻`加皿プzむ庇閉ま刎∫sp.

五二簑鴛黒,加工､三㎞㎜...､.......1....､1.....

亙.6加η〃拠閉(CusmiAN)･･･････････……････････…

Cτ必r03φ"4加閉｡閉go棚舳ε(CU豊mi州雫G脳NT)…

B批〃刎却2〃44昭α刎む三{刎σ(d,ORBIGw)･㌔････････…

B〃6c2〃皿ノ片g{6洲(CUsHMムN)････････････････････…

…A

�

･C

�

･c

達過程から

つぎの5つの区分される.

本別階海進期堆積盆(沈降期)

本別階海退期堆積盆(上昇期)

足寄階陸成堆積盆(局地的沈降期)

池田階陸成堆積盆(局堆的沈降期)

池田階海進期堆積盆(沈降期)

本別階は深海成→瀕海成→海水成～淡水成の一連の

環境の変遷経過を示す･シノレト質たいし砂礫質岩相か

ら構成される海成層中には“滝川～本別化石動物群"

を代表するハ01切θ倣ηfα尾励伽1ユ{{(YoK0Y州A)や

亙伽〃〃〃｡κgo舳1κ～肋伽"α介を"ω有孔虫群集

ル肋泌zα伽肋珪藻化石群集などの示準化石灘を産す

る.この地層は両温泉ふきんには露出せず猿別川

上流域をのぼると露出がみられる.足寄階の地層は

第10図にみられるように局地的であるため温泉ふきん

では本別層を基盤にして不整合に池田層が発達している.

池田層は岩相から下部の凝灰岩層上部の來亜炭層に�
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策2表地質｣團序表(I｣]]1970)

(三谷

���

時代地層名

第

四

紀

｣千一

新

第

更

新

世

新

世

世

先第三紀

長流枝内層

池爽亜炭層

閏

層凝灰岩層

駒畠合化肩層

{一帖ψ?一,･･'･一

糠内砂岩層

w?“^舳一

大樹層

生花苗層

大

泥岩層

川

層砂岩層

当縁緑色凝灰岩層

豊頃來炭層

豊頃層

おもな岩質

国緒度の低い砂措礫粘斜層理発達

粘土岩砂岩礫渚(凝灰岩亜炭を伴う)

上部…細粒磨砕様の凝灰岩

下部.軽石流的な軽石質凝灰岩黒雲撮が特徴的

較かい砂砦および淘汰の悪い礫岩

上部1分級の良い敏い細粒砂岩

主部:分級の良くない帯背暗灰色の細粒砂岩

下部.シルト岩と細粒砂岩互層全般に黒雲母片が多い

帯緑灰色の珪藻質凝灰質塊状シルト岩

上部1珪藻質シルト岩と硬質シルト岩の互層

中部:礫岩砂岩(北酉部に厚い)軽石質凝灰岩灰色泥岩

下部板状硬質頁岩

基底に海緑石質砂岩

暗灰色泥岩

下部に青灰色細粒砂岩の薄層が多く挾在された砂岩層に移化

する

青灰色綱～中粒砂岩基底部に下紘火山岩類の礫からなる礫

岩

緑色凝灰岩玄武岩安山岩流紋岩熔岩および同質熔結凝

灰岩

砂岩泥岩互層石炭のレンズを伴う

基底礫岩

輝緑凝灰岩を主とし

チャｰトおよび石灰岩のレンズを伴う

化石

海棲貝化布

湖棲異化石

一ド菩1“こ“満:ノll一本郷｣fヒ

石軸物線"

珪藻化石が多い

中上部に“Sagar1tes"

が多い

維棲異化石

砂質有孔重化石を多産

湖棲異化石

Ostrea,Corb三｡ula.

沼貝および植物化石

地囲層

上部

池田層

下部

民寄層

本別層

2分される,凝灰岩層は幕別西方では厚さ約3.5m

の礫質層を爽んで上下に2分され上部は比較的分級

の良い磨粉状の凝灰岩からたり下部は黒雲母および石

英に富む軽石礫を含む淘汰の悪い軽石凝灰岩からなる.

前者は猿別凝灰岩後者は稲士別凝灰岩と呼ばれてきた

省

へ'

弋�

0102030峠m

｣一一一一｣一_一､

二1』“1肘!榊舳｣｡lfll

第10図

解薪世各期の地層分布

地城および最大沈降帯

の移動概念図

(三谷1964)

もので(長屋他1960)両者を合わせた層厚は20m+

あるという(山口1970).

來亜炭層は粘土･砂岩･礫岩･凝灰岩たどに介在し

亜炭の発達が良好である.亜炭は南部地域では薄く

炭層数も少ないが北部に向かって厚さ炭層数ともに

発達カ浪く絶四層の堆積盆地の中心が十勝川以北地

域にあったものと考えられる.

さて十勝川温泉からさらに3長工n程東へ進むと千

代田えん堤がある.ここは秋にたると網をはって鮭を

捕獲するところで10月の鮭(アキアジ)祭の頃は産卵

のため川をのぼる鮭の大群がみられる.その左痒には

数層の亜炭層をみることができ昭和19年燃料資源の

確保政策カミとられた頃20鉱程の亜炭鉱山が開所された

しかし今日では千代囲鉱業所のみが上部の爽炭層を

採掘しているにすぎたい.亜炭層は粘土岩や砂砦に

爽在し脇刀3吻〃伽3か伽伽ταを特徴的に産し汽水

～淡水域の堆積相をしめしている.

これら來亜炭層に累重する浅海性の地層は池田層上�
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部と呼ばれてきたが(三谷1963)下部地層とは不整

おさるしない

合関係にあることから十勝団体研究会によリ長流枝内

層と新称され区別された(第2表).幕別温泉の露頭

や十勝川温泉にほど近い十勝ヶ丘の露頭は第1表に

しめした1ようだ長流枝内層化石灘の産出地であるが十

勝ケ丘の北を流れる長流枝内川河床がとくに良好な化石

産地である.十勝川幕別両温泉は爽亜炭層をもつ

池田層の潜水層より揚湯しているが池田層下部に第三

紀に貫入した火山岩体が潜在しこれが熱源と汰り熱が

構造弱線に沿ってガスあるいは高温の源温泉として上

昇し多量の地下水をあたためているのではないかと考

えられている.十脚11温泉の裏の川岸には池田層の

割れ目が集中しこの構造弱線にそってホテル･旅館が

分布し南西へ延長すると幕別温泉地域にあたっている.

遍コｰス北十勝

上士幌の旧石器遺跡と化石周氷河現象十勝川温泉

からコｰスを国道241号線にもどし一路北進して上士

幌町に向かおう.上士幌市街の手前で国道は左に曲り

いま走ってきた地形面より一段高い居辺皿面とよばれて

いる段丘面にあがる.さらに200mほど進むと柏陵跨

という名の陸橋がある.下の道路の左右の露頭にはき

わめて複雑に踊った地層の乱れが観察される.このよ

うた地層の擾乱は寒冷な周氷河気候下の一連の過程

(凍土表層中の水の凍結･融解にもとづくコンツェリ

フラクションクリオタｰべ一ションおよびソリフラク

ションだと)によリ生成された過去の寒冷気候のレリッ

クにほかならず“化石周氷河現象"とよばれている

ものである.

一般的に周氷河現象は高緯度地方の氷河周辺や中･

低緯度の高山帯の氷河周辺に認められる.北海遣で現

在このような気候下にある地域は大雪火山の山頂付近

とみなされ事実そこには多角形土･条線砂礫だとの幾

何学的形態をしめす地形が多数認められる.一方十

勝平野には過去の寒冷気候下に生成して化石周氷河現象

が随所に観察される(十勝団研1969).現在までの

ところ洪積世から沖積世初頭にかけて寒冷気候を指示

する諸現象は少たくとも6つの時期に認められている

(第3図).

上士幌の市街東方の段丘上にある国道切り割りの露頭

にみられる化石周氷河現象はこれらのうちでも古い時

期に属する.第11図は露頭の一部断面をしめしたもの

である.上層から'下層めロｰム層に垂れ下がってみえ

るのがタンガラ軽石(然別火山降下軽石)でロｰム層

中に断続的に入っているのが支笏降下軽石(または然別

火山からのウグイス軽石)である.支笏軽石の降下堆

積後旧石器包含ロｰム層堆積前およびタンガラ軽石

の降下堆積後軽石まじりボｰル状ロｰム堆積前の2回

にわたってこれらの周氷河現象が活発化したものと思

われる.この露頭は旧石器を産出する嶋木遺跡と呼

ばれている所である.

嶋木遺跡は辻(1967)によって発見され白滝遺跡

38地点とならび北海道石器文化のうちでももっとも古い

遺跡とみたされている.石器包含層はタンガラ軽石

層直下15～20cmの深さ(地表下約1m)のロｰム層か

ら発見された.石器の素材は黒曜石を主体に少量の安

山岩流紋岩輝緑凝灰岩硬砂岩などである.1出土

第1聰上士幌露頭の凍結蟹乱作用(馴11潔原図)
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策12図上士幌嶋木遣跡の1日石器(迷1969)�
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第13図タウシペツ層産出の植物化石

(右)腕1舳1･伽π1…1舳加…号･(約･士)ヒダ/舳

(左)伽㎞1舳舳㎜1…(約･了)滋,誠原I望1)

遺物組成は石核刃器スクレｰパ使用痕ある剥片

フレｰクチョッパｰなどである.とりわけフレｰク

が1/｡以上占めている点は北海遣で発見されている刃器

を基調とする旧石器文化とかたり性格が異たる,円盤

型の石核の発見も北海道で初めての例であろう(第12図).

嶋木遺跡の年代測定は黒曜石製石器の水和層の厚さの

測定から約19,000水和層年前の数値がえられている.

加藤(1970)によるとこの遺跡の年代はもっと古いも

ののようで彼は20,000年をこえる時期のものと推測し

ている.さらに彼は石器の形態･組成からシベリア

のマルタ遺跡マホンドバ山遺跡などと平行する時期の

ものであろうと述べている.いずれにせよ嶋木遺跡は

石器包含層の明確た旧石器文化に属するものとして層

位的にもまた北日本および大陸の石器文化との関連で重

要た遺跡の1つであろう.

糠平温泉上士幌をあとに車で約10km北進する

と平野から急に峡谷に入る.紅葉の名所であるこの

清水谷一黒石平の峡谷を進むと間もたく眼前に糠平湖

と白いダムがせまってくる.糠平湖は昔更川を堰止

めた北海道第2の人造湖(貯水量16,050万m害)で昭

和30年糠平ダムの完成により生成した.

糠平ふきんは新第三紀層を基底とし第三紀安山岩の

山地に取りかこまれ流紋岩岩脈も発達している.ダ

111一王ヌ

lI{カ

'ド

ビ

第1{図タウシベヅ層産出の魚化石サケ科(Salmonidae)

(吉岡国吉原図佐藤二郎鑑定)

ムふきんには新第三紀中新世に属するタウシベツ層が

発達し砂質泥岩(上部)･泥岩(下部)中に多くの植

物化石を産する.本道の新第三紀後期植物灘にあたる.

糠平植物樽は40種からたり毬果類4種'シダ類2種

双子葉34種を含む..カバ科は7種ヤナギ科4種

マツ科4種バラ科･カエデ科各3種か優占種である.

もっとも個体数の多いのは第13図にみられるような

肋肋Zα〃且～o〃α"{洲070{α左〃雌35.6%ついで807切3

〃洲～θ刀∫ゐ17.1%で肋伽伽μ切｡例〃〃ガ10.3%肋一

方〃加｡刀みα1側1∫なが8.3%を占めている(鈴木1967)､

また最近タウシベツ層からは大形のサケ科の魚化

石が発見され'糠平温泉街にある上士幌町立ひがし大雪

博物館の地質･鉱物部門に展示されている(第14図).

｡ミ

V･n

ll'伽

糠平温泉は人造湖の西南端音更川の支流ヌカビラ

川の河岸にあって天然またはそれに近い状態で湧出す

る泉温6ぴC(最高)の単純泉である.温泉の基盤が

第三紀のヌカビラ茸山岩であることから古い時代の火

山性温泉であろうと推定されている.この温泉の地下

構造と湧出機構は福富(1955)によって第15図のように

推測されている.すたわち源温泉は基盤であるヌカ

ビラ安山岩の割れ目よリ上昇し表層の崖錐や河岸段丘

堆積物(8～10m)に達し地下水と混合して地表に湧出

する.さらに源温泉の一部は基盤上の数層の透水性,

地層にそらて流動し被圧層状果をだしヌカビラ川南

岸の崖より湧出していることがわかる･源温泉の湧出

量は約1,000〃minと推定されているが地表におけ

る湧水量は糠平全体で450～640〃minと推定されている.

然別湖と然型火山糠平温泉よりトドマツエゾ

マツの樹海を縫ってみご一とな車道が然別湖畔につづい

ている.糠平温泉から山田温泉間の幌胞峠(1,083m)

から遠望する石狩岳連峯や東大雪火山はすばらしい.

約17kmのドライブの後山国温泉に着くがこの温泉

第15図織平沮泉の地下構造と湧山機構(橿窟1955)�
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狭部O.4km面積3.45km2の不規則な形をしめしてい

る(第17図).湖面は海抜797m水深最大99nユ湖の

南半は深さ90m以上の平坦な底部を持っている.

湖の成因についてはその形や南二岸の火山地形からみ一

て熔岩円頂丘の生成によって堰き止められてできたも

のと考えられていた.しかし湖摩が平坦で水深も比

較的大であることから陥没あるいは沈降によってカル

デラを生成しカルデラ壁に沿って噴出した火山灘に埋

められ不規則な形をしめしたものとも考えられている.

湖岸には比高20～30mの段丘カミ発達し縞状粘土よりな

る湖成堆積物がみとめられる.

第工6図然別火山群地質図(西村豪1962を一部訂〕』三)

1湖成堆積物2熟雲堆積物と流れ山

3爆裂火口と砕層丘4薙岩円頂丘

5成層火山6台地状熔岩

7トウマベツ熔結凝灰岩

8肩高累屈群(十勝の自然を擦るから)

は然別湖北端に注ぐヤンベッ川流域にあって泉温43.C

をしめている.

山田温泉から1k㎜たらずで然別湖に達し湖をとり囲

む火山灘が見えてくる.この湖を中心として多くの

火山体が取りかこんでいる地域は十勝平野にもっとも

近い新しい第四紀の火山灘である(第16図).然別湖南

岸の酉ヌプカシウ山(1,256皿)東ヌプカウシ山(1,352

㎜)白雲山天望山(1,173m)は=角閃石輝石安山岩

の熔岩円頂丘群であり現在活動余勢はみられないが

その生成は然別火山群中もっとも新しい.湖の西方に

あるペトウトル山(1,320m)とその北方にあるヌブリ

バウシュベ山(1,4001n)は'角

閃石輝石安山岩の成層火山であ

るがペトウトル山頂部は熔岩

西南のユ,357呼峯も熔岩円頂丘

とみられる.湖東側にあるト

ウヤシュベ山(1,332m)は最

も古い火山で開析もかたり'進ん

でい葎.ポントｰは白雲1⊥1外

の湖がある.

東西両ヌプカウシ山の南麓一帯にはこれら火山から

噴出したと思われる熱雲堆積物が広く分布し火山灰･

軽石･熔岩岩塊だとが重たり平坦な台地やしばしば小

さた高まりの流れ山を形成している.また熱雲堆積

物を噴出する以前に然別火山の火山灰･軽石(前述の

タンガラ軽石･ウグイス軽石)噴火の活動があったこと

もわかってきた.このようた然別火山の火山灰･軽石

噴火や熱雲噴出の活動は第四紀洪積世後期より沖積世

にまで続いたと推定される.

湖の南西湖岸には然別湖畔温泉が湧出し亡おり泉温

45.Cをしめし炭酸泉である.現在利用している泉

源は岸に近い湖底にあってその周辺では各所に気泡

(大部分かC02)が発生している.

然別湖畔を発って帯広へ帰る途中車は西ヌプカウシ

1⊥1の東麓を通るがこの標高800m前後の岩場にさしか

かると小鳥の鳴声にまじって､ビチ｣,帖ビチJと

いう金属性の鋭いナキウサギの声を耳にする.ナキウ

サギは元来大陸系の動物でヒマラヤ山脈･中央アジア

然別湖は南北3.6km東西最一

親7図然別火1お

白.雲ii1凶頂からみた然別瀬�
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･蒙古･シベリア東部･カムチャッカ･旧樺太などに分

布し北海道には氷期の頃大陸から陸橋を渡って住み

ついたものでいわば氷河時代のレリックともいうべき

小動物である.

さてナキウサギの棲息地を通り扇ケ原展望台で雄

大な十勝平野の眺望を楽しんだあと帯広への約60km

の道を急ぐとしよう.〔筆背らは帯広畜産大学(近堂近藤)滞

広袖難高校(木村)および柑広稲出小学校(山科I)〕
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木村享技官

科学技術庁長官賞受賞す

地質調査所北海道支所技術課

木村享技官は去る4月12日

第12回創意工夫功労者表彰を

受け科学技術庁長官賞を受

賞した.そのテｰヤは次の

とおりである.

鉱物中の固体包有物を化学分析

するための研磨片の作成

鉱物中の固体包有物の化学分析をおこなうための一手段とし

てその固体包有物(10μ～50μ)が研磨片の表面に現われるよ

うに検鏡測定を繰返しなカミら作成しそれをX線マイクロア

ナライザｰで分析する方法と鉱物粒(カンラン石輝石肩

英など)の両面研磨片(厚さ0.1～O.5)および岩片の両面妖磨

片の作成で鏡下での一般的観察やこの試料をその裏ま鏡下

での1,OOぴC以上の高温加熱実験に供し得る試料が作成された

ことから鉱物の生成条件成因を究明するための実験秘簡便

に行なえるようになった.

以上のような鉱物粒研磨片の作成が包有物研究の一分野に

おける顕著な進歩として高く評価されている･

水村享技官

記念メダル率彰一状

ξ61111･16･11111611111･6111111“lllll･“･lll11･ll1111仙11111.lllll･6･lllll“l1111･“･lll11量1!!軸伽!舳1111･･“･l1111.11111･“111111州11舳納･llll･61111116111111“･11111611111･ψ11111尋11岨11量1･lll･6･llll･O･lll11州･･6111111“111111611111州111･“･11111“l11111.･l1111･lllll･州1161111116111111･llll11･･l1111舳1･6111111611111'恢�


